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リンゴ　■ふじ－　の高食味果実生産樹の生育診断指標
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1　は　じ　め　に

1ふじ　の無袋栽培の適否診断には7月下旬から8月中

旬の葉色や葉窒素含量が基準とされるが，収穫期の果実糖

度やリンゴ酸含量との関連性は判然としない場合もある。

糖度やリンゴ酸含量は生育期の気象要因との関係が認めら

れており日，この時期の気象経過が糖度等を左右すると予

想されるが，樹体の窒素栄養の変動にも影響すると予想さ

れる。近年，高糖度等食味性に優れた果実の需要が高まっ

ているが，生産に適した樹体の診断に葉色や垂窒素含量を

基準とする場合，気象変動がある場合でも有効な診断時期

や指標を検討する必要がある。そこで気象条件が著しく変

動した3ヶ年に県南部で実施した‘ふじ’／わい性台の調

査をもとに時期別の葉色，糞窒素含量と糖度との関連性を

解析した。また栽培上管理が可能で糖度に影響する要因で

ある着果程度との垂回帰による糖度推定の可能性を検討し

た。

2　試　験　方　法

（1）調査園地

横手市平鹿郡内の5匡l地の■ふじ’／わい性台（10～20

年生）を各園地3樹選定し，1993年から1995年の3カ年同

一樹について調査を行った。調査園地は褐色森林土（横手

市楢沢，M．26台），黒ポク土（平鹿町北野，M．26／マ

ルバ台），多湿黒ポク土（平鹿町醍軌M．9／マルバ台），

灰色低地土（増田町下夕町，M．9／マルパ台及び増田町

半助．M．26／マルバ台）の4タイプの土壌を選定した。

（2）調査方法

1）葉色：1樹当たり15葉の頂端新梢の中位葉を採取

し，糞線素計SPAD－502で葉色値を測定した。測定は1993

年から1995年の3ヶ年とも7月から10月までの各月1日を

基準日にして前後3日の間に行った。

2）葉窒素含量：葉色値測定に供した葉を洗浄，乾燥

後に粉砕し試料とした。硫酸一過酸化水素で分解し，分解

液の窒素濃度を蒸留法で測定し乾物％を求めた。

3）着果程度：指榛として幹断面積当たり着果数を調

査した。1樹当たりの全着果数を10月中旬から11月上旬の

間に計測し，接木部位上部30mの幹断面積（d）で割って

算出した。幹断面積は1994年7月上旬に測定した幹周から

算出し，3カ年のデータすべてに適用した。

（3）果実糖度の測定

果実の収穫は11月4日から7日の間に行った。1樹から

10巣を収穫Llサンプルとした。切片を採取して果皮を除

き搾汁し，得られた果汁について糖度をデジタル糖度計で

測定した。

3　試験結果及び考察

（1）3ヶ年の7月から9月の気象概要

秋田県果樹試験場内の気象観測による3ヶ年の夏期の気

象の概要は次のとおりである。

1993年は7月平均気温が21．5℃（平年差－1ぷC），8月

が22．2℃（平年差－2．3℃），9月が19．1℃（平年差－1．2℃）

と全般に夏期の気温は平年に比べ著しく低く経過した。

1994年は7月の平均気温が25．4℃（平年差＋2．3℃），8

月が27ぷC（平年差＋2．4℃）で，またこの時期の月間降

水量は7月が77．5mm（平年比48％），8月が44．5m皿（平年

比33％）で極端な高温少雨で経過した。

1995年は7月，8月の平均気温は平年並みであったが，

7月の降水量が207．0m（平年比150％），8月が325．5mm

（平年比249％）で夏期の降雨量が多かった。

（2）葉色値，糞窒素含量と糖度との単回帰分析

1）葉色値

7月．8月，9月各上旬の彙色値と糖度の間にはいずれ

の年も，また3ヶ年全体を通じても有意な相関は認められ

なかった。10月上旬の葉色値との間では1993年がr＝

－0．54●，1994年がr＝一0．52●，1995年がr＝－0．67‥で
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有意な負の相関がみられたが，相関関係は年次によって大

きく変動する傾向があった（図1）。そのためこの時期の

葉緑素計による黄色値は直接糖度の診断指標にはできない

ものと判断された。

2）棄窒素含現

時期別の葉窒素含量と糖度との問の相関は1993年の7月

上旬と1995年の10月上旬で有意な相関がみられただけで，

それぞれr＝0．76‥，r＝－0．71‥であった。3ヶ年全体

のデータを通しての相関は9月上旬がr＝－0．32●，10月

上旬がr二一0．57‥で有意な負の相関がみられ，糖度の年

次差はこの時期の葉窒素含員である程度説明できる傾向が

みられた（図2）。
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（3）要撃素含虫と着果程度による重回帰分析

着果数／幹断面積と糖度との単相関分析では1995年を除

く2ヶ年で有意な負の相関が認められ，また3ヶ年全体の

データを通しての相関はr＝－0．53‥であった。一万，8

月から10月までの各月上旬の柴窒素含量と着果数／幹断面

積との間にはいずれも有意な相関はみられなかった。

8月から10月までの各月上旬の費窒素含虫のいづれか

（Xl）と着果数／幹断面積（Ⅹ2）を説明変数として糖

度による垂回帰分析を行った結果，10月上旬の薬窒素含員

を採用した場合の垂相関係数が最も高く，R＝0．70で次の

垂回帰式が得られた。糞窒素含星，着果数／幹断面積とも

偏回帰係数は1％レベルで有意であり，3ヶ年全体の糖度

を予測するのに有意な指標と考えられた。

y＝－0．82‥X1－3．10‥X2＋22．7日

Ⅹ1：10月上旬彙窒素含墨（％）

Ⅹ2：着果数／幹断面積（異数／Cポ）

しかし糖度の推定に利用して高食味果実生産樹の判定に

役立てるには他の要因を加味して予測精度を高める必要が

あると考えられる。
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4　ま　と　め

気象条件が大きく異なった3ヶ年のわい性台　▲ふじ　の

時期別葉色値．葉窒素含見及び着果数／幹断面積と果実糖

度との間の回帰分析から，収穫期の糖度は10月上旬の糞窒

素含量及び着果数／幹断面積と関連する傾向があり，2つ

の指標を利用した糖度の予測の可能性が示唆された。

生育診断は秋期の肥培管理や着色管理等の面から時期と

しては9月下旬までに行うのか望ましいが，費窒素含量を

桔梗にする際に的確かつ簡易に測定できる方法が必要であ

り，さらに検討を要する。
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